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第２３回 富士見都市計画事業鶴瀬駅東口土地区画整理審議会 会議録 

会 議 日 時 平成２２年３月１６日（火） 
開 会 午前  ９時０５分 

閉 会 午後 １０時５０分 

会 議 場 所  鶴瀬駅東口整備事務所 会議室 

出 席 委 員  委員定数 １０ 名中  ９ 名（１名は欠員） 

出 
 
 
 

席 
 
 
 

者 

委 員 

会 長 
（宅地所有者） 

小 杉  弘 委 員 
（宅地所有者）

三上  幸太郎 

副会長 
（宅地所有者） 

梶  祐 規 郎 委 員 
（宅地所有者）

横 田  榮 作 

委 員 
（宅地所有者） 

梶  正 晴 委 員 
（借地権利者）

隈川  貴久男 

委 員 
（宅地所有者） 

長 根  章 浩 委 員 
（学識経験者）

吉 川  彰 

委 員 
（宅地所有者） 

萩原  美枝子 委 員 
（学識経験者）

 

幹 事  関 繁雄 

市職員等 
（庶務担当課職員） 

 関まちづくり環境部長・友光所長・関根副所長・平塚主査・髙野 

欠 席 委 員  なし 

議    長  小 杉  弘 担当書記  髙 野 

署 名 委 員 

 

 

 議  長                           

 

 委  員                           

 

 委  員                           
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会  議  事  項 

１ 開  会  友光所長（今回は評価員会と合同開催であることを説明） 

        梶 祐規郎 副会長 

 

２ 審議会会長あいさつ  小杉 弘 会長 

 

３ 議事録署名委員の選出 

  鶴瀬駅東口土地区画整理審議会会議規則第１３条の規定により、議長が会議録署名 

 委員を指名。「梶 祐規郎」委員と「梶 正晴」委員を指名。 

 

４ 部長あいさつ 関幹事 

 

 （以降の進行は、鶴瀬駅東口土地区画整理審議会会議規則第４条により、小杉会長が 

 議長となる。） 

 

５ 報告事項 

（１）事業進捗状況について 

  本件について事務局から、別添資料に則り説明。 

 

 質疑応答   

 委員：工事実施予定の中で、道路築造１０３ｍと工事総延長２７３ｍの違いは何か？ 

 担当：工事総延長は管渠築造工事も含んだ延長となっている。 

 委員：建物移転の進捗は５割を超えているが、大きな建物等はこれから移転となる。 

    今以上の予算がなければ事業期間内に終了できないと思う。今後、予算はどの 

    ような見通しか？借り入れをしてでも進めるべきではないか。 

 担当：２４年度当初の暫定開放の次は、駅前広場用地を順次確保していきたいと考え 

    ている。効率的な移転が出来るよう移転対象を決め、予算取りを確実に行なっ 

    ていきたい。たより等でも方針や考えを周知していきたい。 
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会  議  事  項 

 委員：駅前広場内の雨水管はどうなるのか？ 

 担当：図面により説明。 

 委員：今の段階の進め方が一番早い。事業への意気込みが感じられる。過去のことを 

    忘れず、良く踏まえて事業を進めて欲しい。また、過去に県とも話をしたこと 

    があるが、東通線の信号がどうなるか、盛土した箇所から水が出ないかは心配。

    盛土工事で地区内のいい土を移動しているように見える。 

 担当：建設発生土の有効利用や良質土の購入をしていく。良い土は利用したい。 

 委員：地区内の低い箇所は盛土して、早く土地利用できるようにしたほうがいい。 

 担当：道路が出来なければ使用収益開始できない。東通線が出来るよう事業を進める。

 

（２）公共事業再評価について 

  事務局から、今年度実施した公共事業再評価について説明。 

  （質疑応答は特になし） 

 

 ＜その他＞ 特になし。 

 

６ 閉会 横田 正志 評価員 

 

 ※閉会後、現地視察を行なった。 

 

 

 

 

 

 

 

 
 


